
導入事例 株式会社リンクレア

BizRobo!のスピード感を活かした業務効率化支援を
強みに。ルーティンワークからの解放に寄与していく

（左から）松田 周作 氏、前田 知絵 氏
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　東京・港区港南に本社を置く株式会社リンクレアは、情報システムに関する各
種コンサルテーションから、企画・設計・製造・保守まで一貫したサービスをご
提供する「独立系システム創造会社」である。社員数は527名（2019年3月31
日現在）。同社は日頃からBizRobo!パートナーとして、企業のBizRobo!導入に
よる業務効率化を支援しており、社内RPA導入開発・運用サポートのほか、ハン
ズオントレーニングプログラム、開発ガイド作成、相談窓口開設等を行ってい
る。またBizRobo!のノウハウを蓄積していくため、2018年7月頃からBizRobo!
の自社運用を開始。多くの部門で業務効率化をもたらしている。今後はRPAの
スピード感を活かした業務効率化支援をビジネス上の強みとするとともに、社
内・クライアント企業を問わず、RPAのエンジニアの育成を目指す。

- 話を伺った方 -
オープンデザイン本部 次長　松田 周作 氏

同部 チーフエンジニア　前田 知絵 氏

Highlight

導入から1年で45業務まで拡大、
81体のデジタルレイバーが稼動中

クライアントへBizRobo!活用を提案するにあたり、
事例として自社内で導入し検証

RPAのスピード感を活かした業務効率化支援を
ビジネスの強みの１つに



RPAテクノロジーズ代表・大角の著書
『RPA革命の衝撃』がきっかけで取り扱い開始

導入背景
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BizRobo!にかける地域貢献への志に意
気投合

　同社がBizRobo!と関わりを持つよ
うになったのは、RPAテクノロジーズ
代表・大角暢之の著書『RPA革命の衝
撃』がきっかけだ。同社オープンデザ
イン本部 次長・松田周作氏はその経
緯について次のように話す。
「地方で人口減少が進むなか、企業や
自治体はいかにしてサービス提供を維
持していくのか——。本書では働き方
改革の観点はもちろん、BizRobo!を通
じて地域にも貢献し、よりよい社会に
していきたいといった内容が記され
ていました。その思いが当社代表取締
役社長・吉澤均のもとに届き、後に吉
澤が大角氏のもとを訪問。2人で意気

投合したそうです」（松田氏）
　それをきっかけに同社はBizRobo!
パートナーになった。クライアントに
導入提案・運用サポートするにあたっ
て松田氏らは「活用ケースを知らなけ

ればお客様へ最適な提案ができな
い」と考え、2018年7月頃、オープン
デザイン本部の前身となる新ビジネス
開 発 室 主 導 の も と 社 内 に お け る
BizRobo!活用の検証がスタートした。

サーバ型運用でコストパフォーマンスがよい　　　 を
選んだ理由

交通費精算ロボットの試験的運用が
社内で好評判

最初に作成したのは、簡単な交通
費精算ロボットだ。エクセルに入力し
た乗車区間情報をもとに運賃検索の
Webサイトから運賃を取得し社内の交
通費精算システムに登録する。処理し
なければならない交通費精算の件数
は1カ月で200〜300件。これまでは
一人ひとりが時間をとって行なって
いたそれらの作業がデジタルレイバー
に代替され、担当者からの評判がと

てもよかった。
　BizRobo!導入当初の率直な感想に
ついて、開発を担当しているオープン
デザイン本部 チーフエンジニア・前田
知絵氏は次のように話す。
「BizRobo!は複数のパソコンで利用可
能なサーバ型で、最小構成のライセン
ス契約でも開発時10台まで同時接続
ができます。複数部門で導入してい
くことを考えれば絶対にサーバ型のほ
うが便利ですし、当社の規模なら十
分。コストパフォーマンスもよいと感
じました」（前田氏）

松田 周作 氏

前田 知絵 氏
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精神的ストレスから解放され、待ち時間も解消された対象業務

45業務に拡大、81体が稼働中導入効果

大きな負担となっていた「採算業務」

　本格導入が進み、さらなる展開の
ため、人事総務部門・営業部門にも
声をかけ、効率化したい業務のテーマ
の洗い出しが行われた。その結果、
対象業務の1つとなったのが「採算業
務」だった。
　同業務では、担当者が毎月の売上
が確定したタイミングで複数システム
から必要なエクセルデータをダウン
ロードし、部門やチームごとの採算を
集計する。対象になるのは23ファイ
ル。エクセルのシート数に換算すると
100シートにも渡っていた。対象ファ
イルの数が多く、作業が月初に集中す

るため担当者は毎月同業務に多大な
時間を割いていたという。
「BizRobo!導入時のワークフロー作成
のために実施した業務整理がきっか
けとなり、不要なワークシートのダウ
ンロードや重複作業を減らすことがで
きました。また、これまではデータダ
ウンロードの待ち時間も長く、同じパ
ソコンで他の業務を行っていると、結
構な確率でダウンロードに失敗するこ
ともあったようです。デジタルレイ
バーによるワークシートのダウンロー
ド代行で、業務担当者は『精神的スト
レスから解放された』『業務時間中の
待ち時間を削減できた』と話してい
ます」（前田氏）

社内の業務効率化の意識も高まった

　導入から1年。BizRobo!運用におい
ては現在も前田氏が中心的役割を発
揮しているが、近頃は情報システム
室・人事総務部門・営業部門の各部
門にBizRobo!責任者が配備されるな
ど、社内体制の拡大も進んでいる。
「BizRobo!導入を検討したい対象業
務を部門責任者がとりまとめ、週次
ミーティングで優先順位を話し合い、
テーマやスケジュールを確認します。
その後、業務担当者・開発メンバー
（オープンデザイン本部）・情報シス
テム室の三者で業務ヒアリングを行

い、導入の検討、範囲の決定を行っ
ています」（前田氏）
　現在、BizRobo!の導入は45業務に
まで拡大。81体のデジタルレイバーが
稼働している。
「手動で行っていた時は週に一度が
精一杯だった業務も、BizRobo!導入
以降、人手をかけることなく毎日行
えるようになったケースが多いです
ね。周囲の社員からも『自分のあの
業務をロボットに任せたい！』という
要望が出てきて部門全体が活性化。
業務効率化の意識も高まりました」
（前田氏）
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BizRobo!活用で
創造力が求められる『本来やるべき仕事』への集中を

今後に
ついて

RPAスペシャリストが感じたBizRobo!の操作性
「開発が容易で、安定性も高い」

現場の声

BizRobo!のスピード感を業務効率化
支援の強みへ

　社内検証を経て、同社は他社のRPA
化ツールも検証した。現在はビジネス
として、BizRobo!を含めた複数ツー
ルの導入支援を行っている。
「当社はスクラッチ開発（特定のパッ
ケージ製品のカスタマイズではなく、
ゼロから独自に開発する手法）を得意
としてきましたが、これからの時代、
お客様のビジネスの変革にスピード感
をもって対応することは難しいです。
BizRobo!を含むRPAツールを使った業
務効率化も当社の強みとして顧客の

期待に応えていきたい」（松田氏）
　さらに今後の展望について、松田氏
は次のように話す。
「当社においても、またお客様企業に
おいても、煩雑な作業によって業務時
間が切迫していると思います。業務時
間や人件費の削減効果以上に魅力を
感じるのは、そうした単純作業・定型
作業から人を解放し、より創造力を求
められる『本来やるべき仕事』に集中
できる環境を作れる——BizRobo!は
そんなツールだという点です。今後も
社内外において、業務効率化の価値を
拡げ、ルーティンワークからの解放に
寄与していきたいです」（松田氏）

RPAエンジニアの育成が今後の使命

　同社のBizRobo!検証において、
ずっと開発の中心メンバーを担ってい
る前田氏。彼女の名刺には「RPAスペ
シャリスト」の肩書きが記載されてい
る。オープンデザイン本部自体がるク
ラウド技術者やAI技術者など、通常の
プログラマーとは異なる技術者を育成
していく部隊であり、前田氏には新
たなRPA技術者として大きな期待がか

かっている。
「今年はAI-OCR連携にもチャレンジ
しています。今後も開発者として、
開発プロセスを洗練させていきたいで
すね。社内外を問わず、RPAエンジニ
アを育成していくことも使命だと
思っています」（前田氏）
前田氏はBizRobo!のユーザーコミュニ
ティにも積極的に顔を出し、開発者同
士の情報交換にも努めているとい
う。1人の開発者としてBizRobo!の操

作性・使い勝手をどのように感じて
いるのだろうか。
「VM（仮想マシン）上で動作する仕
組みのため、物理端末を購入する必
要がありません。また、開発時にわ
ざわざ別のブラウザやアプリケーショ
ンを立ち上げることなく、業務上で
使用頻度の高いウェブ、エクセル、
CSV等をロボサーバ上で並行稼働でき
るため、開発がとても容易。安定性
も高いと感じます」（前田氏）
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


